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【巻頭言】  

自然が教材 
―人には適応力があるー  

         園長 野田大燈  
 若竹学園は海抜４００㍍の瀬戸内海国立公

園の中にありますので、市街地が雨でも学園

周辺は白銀の世界、と言う日があります。  
 園生たちは雪が降り出すとソワソワし始め

ます。中にはバケツを持ち出して雪を確保し

ょうとする者もいます。  
 聞かなくても目的は「雪合戦」用の雪玉作

りで、バケツの争奪戦は既に始まっています。 
 一昨年に在籍していた園生に、とても器用

な小６男子がいて仲間数人と立派な「かまく

ら」を作りあげたことがあります。  
 雪合戦・ソリ遊び・雪だるま作り…、と雪

にも触れたことのない街中で育った子供たち

がどうして嬉々として雪を相手に遊べるのか

不思議なほどです。  
 冬が明けて春になると、園生たちはどこか

らともなく野イチゴを収穫して持ち帰ります。 
 アケビに実が付きだすと「そんなに一度に

採るな !」と言いたくなるほど持ち帰ります。 
 夏から秋にかけてはカブトムシや栗を見つ

けて来ます。  
 「園長、これを見てよ」と言うので彼の指

差す胸元をみると、なんと一匹のトカゲがブ

ローチのように動かずに止まっているのです。 
 どうしたことか昨年あたりから学園全体に

「トカゲの飼育」が流行しているのです。恥  

 
 
 
 
 
 
 
 
かしながら私はトカゲが苦手なのですが、立

場「嫌い・怖い」が言えないのです。  
 胸元に静止状態のトカゲは完全に彼に身を

任せて完全になついているのです。  
 時には暴言を吐いたり器物破損を起こす彼

のトカゲを慈しむ眼差しに衝撃を受けました。 
 一日に昼夜があるように一方向や偏った先

入観で人を見てはならない、と言うことを怖

いほどに知らされました。  
 若竹学園は「児童心理治療施設」です。足

らざるを補い、長所を伸ばしてやるのも治療

の範疇だと思います。  
 彼のトカゲに対する優しさを如何に拡大さ

せるか、は我々職員に課された職務だと思い

ました。  
 「警泥あそび」と言うものがあります。私

が幼い頃にも警官と泥棒に分かれ、発見され

ないか、とドキドキしながら物陰に隠れたり

しながら遊んだものです。  
 何故かその遊びが学園では継承されている

のです。時折遊びの行動範囲が広くなり、喝

破道場の畑の中まで走り回ることがあってク

レームがつくこともありますが遊びに無我夢

中の園生には問題外のようです。  
 学園に来るまでは家の中でゲームばかりし

ていただろう園生たちが、自然に囲まれた学

園で生活することで、本能的に自然に適応し

た遊びを選択しているのを見て「人間は環境

の動物」だと言うことを再確認しました。  
 人間づくりのための環境づくり、は永遠の

テーマでもありましょう。    ―了―  
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どんどんなくなるお餅 

 
 
 
 １２月２８日小雨のちらつく中、お餅つき

をしました。準備をしている間、子どもたち

はいつから始めるのかとそわそわしたムード

で、餡子を丸めたり、机を出したり、いろい

ろとお手伝いをしてくれました。  
 前日から水につけていた餅米を蒸していた

だき、１臼目の開始です。しっかりこねた後

で、杵を振り上げてつきます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 中学生男児がしっかり頑張ってくれたおか

げで、１臼目から上手につくことが出来まし

た。餡子を入れ  
て丸めた先から  
子ども達が食べ  
てきます。きな  
粉や大根おろし  
もあり、最初か  
らハイペースで  
お餅がなくなっていきました。おやつも兼ね

ていたので、餅ピザを作ったりもして、なか

なか好評でした。  
 全部で１０キロの

餅米をついたのです

が、最終的に鏡餅と

お正月用の餡餅を取

っておいた分以外で

残ったのが４個だけ

でした。みんなしっかり食べて、大満足の一

日となりました。  

 
 
 

１月１３日、峰山公園へ行ってきました。

遊具もありましたが、今回の目的は、広場で

サッカーをする事です。先日、四国新聞社様

より、ゼッケンやサッカーグローブを寄附し

て頂きました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子ども達は広げているのを見ただけで、今

日サッカーをしたい！と張り切っており、サ

ッカーを始めるときには「おれ１０番！」と

声を挙げながら身につけました。  
広場のフットサルほどの小さなコートを確

保して、走り回りました。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今までは、誰がどのチームか見ている側も

見分けが付きにくかったのがわかりやすくな

り、子どもたちも生き生きと走り回っていま

した。ゼッケン、グローブのご寄附、ありが

とうございました！  
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 年が変わって、一月が経ちました。今の学年

で生活する時間も、あまりありません。しっか

りと今までの振り返りをおこなって、進級・進

学に備えていきましょう。 

 

 

 １月の授業が始まって、それぞれのクラスで 

今年１年の目標を立てました。「１年の計は元

旦にあり」という言葉がありますが、個々の児

童・生徒がそれぞれの目標に向かって、頑張っ

ています。実現に向けてしっかりと取り組んで

いってほしいと思います。 

 

 

○中学１年生 

 

 

 
○中学２年生 

 
 

 

 

 
 １月２５日に垂水スポーツセンターで体育活

動をしてきました。活動時間は短かったですが、 

卓球やバドミントン、バレーボール、ドッジボ

ールなどをしました。４月当初に比べ、体力・

技術が上がっていると感じました。今年度の体

育活動もあとわずかですが、楽しみながらも怪

我には気をつけて活動していってほしいと思

います。 

 

 

 

 ２月１４、１５日は中学生全員が学習の診断

を受けることになっています。中学３年生は公

立受験前の自分の力を試す試験、中学１，２年

生は今までの積み重ねである学習の確認とな

ります。また、２月２７日から中学１，２年生

は学年末テストも控えています。普段の学習を

しっかりと行い、復習を繰り返しやって下さい。 

 

 

 
 

 
 
２月１４～１５日  
○学習の診断 （中学１，２年）  
○総合第１回（中学３年）  
 
２月２７～２８日，３月１日  
○学年末試験（中学１，２年）  
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 １月１日、元旦の日に学園では全員で園長

先生に挨拶をし、お抹茶を頂くことから始ま

ります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 きちんと正座をしてする挨拶は、一年を始

めるにふさわしく、気が引き締まる思いにな

ります。一年の計は元旦にあり。それぞれが

良き一年となりますように。  
 
 
 
 １月１４日、早朝降り始めた雪が、あっと

いう間に積もりました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お昼前に雨に変わってしまい、そり遊びを

しているうちに無くなってしまいました。子

ども達は、もう少し雪遊びがしたかったよう

です。  
１月１７日は買物学習を予定していました

が、降雪のため延期となりました。自然の中

で過ごすことの楽しさと厳しさを感じます。  

 
 
 
 １月２０日「大寒」の日、四国新聞に日見

ずの滝の記事が載り、同行して久しぶりに滝

を見た園生も一緒に写真を撮って掲載して下

さいました。後日、記者様より、掲載された

写真と一緒に、園生の集合写真を撮って下さ

っており、人数分の写真を送付してください

ました。ありがとうございました。  
 
 
 
□四国新聞社様 ゼッケン     ２０着  
        サッカー用グローブ ２双  
□大塚歯科様            お花  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１日  初詣  
８日  登校開始  

１２日  図書館  
２１日  買物学習  
２４日  環境整備  
２６日  図書館  
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      冬将軍がやってきて、五色台に雪

を降りまいて去っていきました。慌てるのは職員

ばかりで、子ども達は積もったら遊ぼうとテラス

に出たりとわくわくしていました。 

編集後記 

行事 


